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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年8月27日(2009.8.27)

【公開番号】特開2007-25670(P2007-25670A)
【公開日】平成19年2月1日(2007.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-004
【出願番号】特願2006-190960(P2006-190960)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ  26/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３３８　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    １０１　
   Ｇ０２Ｆ   1/1333  ５００　
   Ｂ２３Ｋ  26/00    　　　Ｂ
   Ｂ２３Ｋ  26/00    　　　Ｇ
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３４９Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月10日(2009.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　区画された複数のセル領域を有するベース基板上に金属層を形成する段階と、
　前記金属層をパターニングして互いに隣接した少なくとも２つのセル領域にかけてセル
識別表示部を形成する段階とを有し、
　前記セル識別表示部は前記セル領域に対応して、対応するセル領域を識別するための各
々のセル識別子を含むことを特徴とする表示装置用母基板の製造方法。
【請求項２】
　前記複数のセル領域は、マトリックス形態に形成されることを特徴とする請求項１に記
載の表示装置用母基板の製造方法。
【請求項３】
　前記セル識別子は、レーザーを出射するタイトリング（ｔｉｔｌｉｎｇ）装置によって
形成されることを特徴とする請求項２に記載の表示装置用母基板の製造方法。
【請求項４】
　前記セル識別表示部は、互いに隣接した２つのセル領域にかけて形成され、前記互いに
隣接した２つのセル領域は、同じ行に形成されることを特徴とする請求項２に記載の表示
装置用母基板の製造方法。
【請求項５】
　前記タイトリング装置は、互いに隣接した２つの列ずつ前記複数のセル領域の前記行を
順次に移動しながらセル識別子を形成することを特徴とする請求項４に記載の表示装置用
母基板の製造方法。
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【請求項６】
　前記セル識別表示部は、互いに隣接した２つのセル領域にかけて形成され、前記互いに
隣接した２つのセル領域は、同じ列に形成されることを特徴とする請求項２に記載の表示
装置用母基板の製造方法。
【請求項７】
　前記タイトリング装置は、互いに隣接した２つの行ずつ前記複数のセル領域の前記行を
順次に移動しながらセル識別子を形成することを特徴とする請求項６に記載の表示装置用
母基板の製造方法。
【請求項８】
　多数のセル領域に区画されたベース基板と、
　各セル領域に対応して前記各セル領域を識別するためのセル識別子を有するセル識別表
示部とを有し、
　前記セル識別表示部は、前記各セル領域別に互いに異なる位置に配置されることを特徴
とする表示装置。
【請求項９】
　前記セル識別表示部が配置される互いに異なる位置は、前記セル領域の互いに異なる辺
であることを特徴とする請求項８記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記セル識別表示部は、互いに隣接した２つのセル領域にかけて形成されることを特徴
とする請求項８記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記セル識別表示部は、前記４つのセル領域が接するコーナー部に位置することを特徴
とする請求項８記載の表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】表示装置用母基板の製造方法及びそれを用いた表示装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は表示装置用母基板の製造方法及びそれを用いた表示装置に係り、より詳細には
、製品の生産性を向上させることができる表示装置用母基板の製造方法及びそれを用いた
表示装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　そこで、本発明は上記従来の表示装置用母基板における問題点に鑑みてなされたもので
あって、本発明の目的は、製品の生産性を向上させることができる表示装置用母基板の製
造方法を提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　又、本発明の他の目的は、上記表示装置用母基板の製造方法用いた表示装置を提供する
ことにある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置用母基板の製造方法は、区画
された複数のセル領域を有するベース基板上に金属層を形成する段階と、前記金属層をパ
ターニングして互いに隣接した少なくとも２つのセル領域にかけてセル識別表示部を形成
する段階とを有し、前記セル識別表示部は前記セル領域に対応して、対応するセル領域を
識別するための各々のセル識別子を含むことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、多数のセル領域に区画さ
れたベース基板と、各セル領域に対応して前記各セル領域を識別するためのセル識別子を
有するセル識別表示部とを有し、前記セル識別表示部は、前記各セル領域別に互いに異な
る位置に配置されることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る表示装置用母基板の製造方法及びそれを用いた表示装置によれば、互いに
隣接した２つのセル領域にかけて形成されたセル識別表示部を含む。これによって、液晶
表示装置用母基板は、セル識別表示部の個数を減少させることができる。セル識別表示部
には、２つのセル識別子が形成され、セル識別子は各セル領域に対応して位置する。タイ
トリング装置は、一つのセル識別表示部が形成された２つのセル領域が配置された方向と
直交する方向にセルアレイをスキャンする。タイトリング装置は、一つのセル識別表示部
に２つのセル識別子を形成した後、次のセル識別表示部に移動する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　次に、本発明に係る表示装置用母基板の製造方法及びそれを用いた表示装置を実施する
ための最良の形態の具体例を図面を参照しながら説明する。
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